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論文内容の要旨

B. C. N といった軽元素は Fe 中の格子間位置を占め，母相の物理的及び化学的性質に影響を及ぼすが，特に N

は Fe と共に種々の結晶構造及び磁性を示す鉄窒化物を形成し. Fe の磁気的性質に大きな影響を及ぼす。本研究では

57Fe メスパウア一分光を用いて鉄窒化物の磁気的性質を調べ，格子間N原子の Fe に対する影響を，化合物の N濃度

及び結晶構造と関連付けて明らかにした。

巨大磁気モーメントを有すると報告されでいる α"-Fe16N 2 のメスパウア一分光及び磁化測定から，その磁気モーメ

ントは2.2μB'""2.8μB/Fe と見積もられた。従って α"-Fe16N 2 は α-Fe よりも大きな磁気モーメントを有するが，報

告されているような3.0μB/Fe を越える磁気モーメントは有さないと考えられる。

α"-Fe16N 2. r ｷ -Fe4 N. ε-FexN はいずれも強磁性体であり，その磁気モーメン卜は N濃度の増加に伴い減少す

る。それに対して. t -Fe2 N はネール点を 9K に持ち. 4.2KIこおいて超微細磁場0.8Tを示す反強磁性体であること

が明らかになった。

N濃度が50% に近い. 2 種類の新しい高窒素濃度鉄窒化物の磁性を，メスパウア一分光測定から初めて明らかにし

た。 ZnS 型構造 FeNは Fe 原子が局在磁気モーメントを持たない非磁性体，一方の NaCl 型構造 FeN は 10K にお

いて49T 及び30T という大きな超微細磁場を示す反強磁性体であり. 2 種類の新しい鉄窒化物の物性は大きく異なるo

格子間N原子濃度の増加に伴い. Fe の磁気モーメントは低下し，鉄窒化物の磁性は強磁性から反強磁性， そして

非磁性へと変化する o 従って格子間の N原子は Fe の強磁性という性質を弱め，磁性を失わせるように働くことが明

確に示された。それに対して，高窒素濃度の NaCl 型構造 FeN は，大きな超微細磁場を示す反強磁性体であり， そ

の磁性は他の鉄窒化物と比較して特異であるといえる o

論文審査の結果の要旨

B. C. N といった軽元素は Fe 中の格子間位置を占め，母相の物理的及び化学的性質に影響を及ぼすが，特に N

は Fe と共に種々の結晶構造及び磁性を示す鉄窒化物を形成し. Fe の磁気的性質に大きな影響を及ぼす。本論文

は57Fe メスパウア一分光を用いて鉄窒化物の磁気的性質を調べ，格子間N原子の Fe に対する影響を，化合物の N濃
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度及び結晶構造と関連付けて明らかにした研究を纏めたものである O

巨大磁気モーメントを有すると報告されている α"-Fe16N 2 のメスパウア一分光及び磁化測定から，その磁気モーメ

ントは2.2μ 日 --2.8μs/Fe と見積もり， α"-Fe16N 2 は α-Fe よりも大きな磁気モーメントを有するが，報告されてい

るような3.0μs/Fe を越えるような磁気モーメントは有さないことを明らかにしている。

α" -F e16 N 2, r' -F e 4 N, ε-FexN はいずれも強磁性体であり，その磁気モーメントは N濃度の増加に伴い減少す

る。それに対してど -Fe2 N はネール点を 9K に持ち， 4.2Kにおいて超微細磁場0.8Tを示す反強磁性体であることを

明らかにしている。

N濃度が50% に近い， 2 種類の新しい高窒素濃度鉄窒化物の磁性をメスパウア一分光より， ZnS 型FeN はFe原子

が局在磁気モーメントを持たない非磁性体であり， NaCl 型 FeN は10K において49T 及び30T という大きな超微細磁

場を示す反強磁性体であり， 2 種類の新しい鉄窒化物の物性は大きく異なることを，初めて明らかにしている。

格子間N原子濃度の増加に伴い， Fe 磁気モーメン卜は低下し，鉄窒化物の磁性は強磁性から反強磁性， そして非

磁性へと変化すること，格子間の N原子は Fe の強磁性という性質を弱め，磁性を失わせるように働くことを明確に

示している。さらに高窒素濃度の NaCl 型 FeN は，大きな超微細磁場を示す反強磁性体であり， その磁性は他の鉄

室化物と比較して特異であることも初めて明らかにしている o

以上のように，本論文は鉄室素合金及び化合物の物性，特にそれらの窒素濃度に伴う磁気的性質を明らかにしたも

のであり，新しい磁性の発現など物性物理に大きく寄与しており，博士(理学)の学位論文として価値あるものと認

める。
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